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第２回（仮称）新九段
生涯学習館基本計画

検討会
資料１

令和 ８年 ７月 ２ ７ 日



ー 議題 ー

１ 建築計画の基本的な考え方

・建築計画方針

・機能相関

２ フロア配置計画

・ゾーニング・動線等の考え方

・フロア配置図（ゾーニング・動線）
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本日の議題



検討会の流れの確認
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基本計画検討会の内容・進め方

【第１回】
6月29日

【第２回】
7月27日

【第３回】
9月中旬

【第４回】
10月下旬

【確認】
11月

【第５回】
3月

基本構想の振り返り
・現施設の状況
・基本構想検討会での検討状況
など

主
な
検
討
項
目

建築計画の基本的な考え方
・建築計画方針
・機能相関

フロア配置計画
・ゾーニング・動線等の考え方
・フロア配置図
（ゾーニング・動線）

平面計画
・平面図
・施設内動線計画
・セキュリティ計画

利用者意見聴取

基
本
計
画
案
の
確
認

パ
ブ
コ
メ
結
果
・
基
本
計
画
報
告
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意見出し

意見出し

意見出し

たたき

意見出し

振り返り

ま
と
め

意見出し たたき

報告

実施案を共有して

ご意見をいただきました。

実施
（8月21日）



１ 建築計画の基本的な考え方
（建築計画方針・機能相関）
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建築計画の基本的な考え方について

基本構想で定めた「めざす姿」及び「基本方針」を基本計画のなかでは、施設の規模や諸室構成等具体的な施設計画とし

て定めるため、ゾーニングや動線等に関する基本的な考え方を整理し、施設計画の方向性を示します。

・建築計画方針

・機能相関（諸室配置の考え方）
建築計画の

基本的な考え方 施設計画指針

・フロア配置計画

・平面計画
建築計画 具体的な施設計画

・めざす姿

・基本方針
理念・方向性基本構想

基本計画



第１回検討会で導き出されたポイント①（前回の意見交換テーマ１）
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■多様な利用者が参加・交流できる施設づくり

 在住・在勤・在学を含む様々な人々が利用できる施設とすることが重要である。

 これまで利用していなかった人も含め、多様な人々に利用してもらうための仕掛けづくり
が必要である。

■情報発信・賑わいを生み出す空間づくり

 活動内容やイベントを発信できる展示スペースや、活動内容が見える仕掛けが求められる。 

 人の流れや交流が自然に生まれるような計画とすることが重要である。

新たな九段生涯学習館のイメージについて

前回の意見交換テーマ１ ：施設計画を行うための「建築計画方針」について

新たな九段生涯学習館は、どんな施設にしたいですか？

ご意見やご提案がありましたら、お聞かせください。



第１回検討会で導き出されたポイント②（前回の意見交換テーマ１）
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■若い世代や在勤者に利用される施設づくり

 若い世代や働き盛りの世代を取り込める施設とする必要がある。

 利用しやすい環境や、施設を知るきっかけとなる工夫が求められる。

■親しみやすく居心地の良い空間づくり

 気軽に立ち寄れるサードプレイスとしての居心地の良さが求められる。

 柔らかく親しみやすいデザインや空間づくりが重要である。

■誰もが利用しやすい施設づくり

 障害のある方にも配慮した施設整備が必要である。 

 ユニバーサルデザインの視点を踏まえた施設づくりが求められる。



建築計画方針について①
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建築計画方針について

今回の意見交換テーマ１ ：施設計画を行うための「建築計画方針」について

基本構想で策定しためざす姿や基本方針及び第１回検討会でのご意見を踏まえ、建築計画方針を次のペー
ジにキーワードとして整理しました。

追加のご意見やご提案がありましたら、お聞かせください。



建築計画方針について②
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基本構想 (基本方針） 前回の検討会で出たキーワード

①

多様な人々が交わり、日常に開かれた、居心地のよい交流空間
をつくります。

【多世代、多様な人々、談話・休憩・飲食、若者、子ども】

⚫ 在住・在勤・在学者の利用者増加
⚫ サードプレイス
⚫ 親しみやすさ、居心地の良さ、立ち寄りやすさ
⚫ 交流の創出、参加のきっかけづくり

②

生涯を通じて自分らしく学び続け、地域や社会とつながる“活動
の場”を提供します。

【個人・社会のウェルビーイング向上、マルチステージ型人生、コミュニ
ティ、発信発表、在勤者】

⚫ 情報発信、展示機能
⚫ 活動内容が見える仕掛け

③

千代田の歴史と文化に根ざし、世代を超えて学びが息づく場を
つくります。 

【学びの継承・連続性、歴史・地域性、「場」に根差した学び、過去→現在→
未来の縦のつながり】

⚫ 家族で参加できる企画への参加からの新たな利用者（若い
世代、働き盛り）の取り込み

④

変化する社会に対応し、学びや挑戦を生み出す、柔軟で持続可
能な施設とします。

【デジタル技術、多様なニーズにこたえる可変性ある空間設計、九段なら
ではの魅力を高める】

⚫ 将来の社会変化を見据えて基本計画を策定するとともに、
施設整備だけでなく運営面も含め、社会変化に対応できる
施設づくりを進める

⑤

誰もが安心して、気持ちよく利用できる、安全で快適な施設と
します。

【運営・サービス、バリアフリー、ユニバーサルデザイン】

⚫ 多様な利用者への配慮（障がい者）
⚫ 快適な利用環境



第１回検討会で導き出されたポイント(前回の意見交換テーマ２)
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■ 交流・談話機能は人を呼び込む仕掛けとして検討が必要

 談話スペースは交流を促す場として活用が期待されている。 

 複合施設（再開発ビル）としての人の流れを活かし、人を呼び込む機能を検討する必要がある。

■ 諸室相互の連携や利用形態を考慮した計画が重要

 生涯学習館と飲食スペース等とのタイアップなど、施設全体として人を呼び込む仕掛けが重要である。 

 舞台付きスペースは、利用方法や他用途での利用も考慮した計画が求められる。

■ 利用者が使いやすい諸室計画・運営への配慮が必要

 ギャラリーは展示環境や収納スペースなど、利用しやすい環境整備が求められる

 展示作業や設備管理など、運用面も含めた配慮が必要である。

主要な諸室の機能相関について

前回の意見交換テーマ２ ：機能相関において配慮すべき項目について

各諸室の配置について
① どのようなことに配慮・重視すべきか。
② どのように配置すると良いか
ご意見やご提案がありましたらお聞かせください。



機能相関について
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和室会議室

運動・音楽室

：出入口

：利用者

：管理者

凡例

：エリア

倉庫

創作
室

事務室
：交流

：活動（運動・音楽系）

：活動（座学系）

：共用部

：管理

従業員
控室

応接
スペース

湯沸室

清掃員
控室

ギャラリー

大
大

大
舞台付

小

小

スタジオ

活動エリア（音・振動を考慮） 活動エリア（静穏を考慮）

中

小

談話
スペース

更衣室

カーム
ダウン
ルーム

授乳室
兼休憩
コーナー

倉庫

共用諸室 管理諸室

エントランス

湯沸室

大

交流エリア

スタジオ

小

：近接性に配慮

新施設における機能相関図（案）

※再掲



２ フロア配置計画
（ゾーニング等の考え方、ゾーニング図、フロア配置）
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再開発ビルの立地特性（区域図）
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皇居外苑の緑
を感じられる空間

大通りに面した
外部に開けた空間

施行地区の区域
（約0.6ha）

皇居外苑
（北の丸公園）



再開発ビルの立地特性（平面図）
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（仮称）新九段生涯学習館は、再開発ビルの低層部に配置することが予定されており、
施設機能は上下フロアに配置される見込みです。

※再開発ビルのプラン（想定フロア数、レイアウト等）は今後変更の可能性がございます。

下階 上階

： 専有部皇居外苑の緑を
感じられる空間

靖国通りに面した
外部に開けた空間

内堀通りに面した
外部に開けた空間

皇居外苑の緑を
感じられる空間

靖国通りに面した
外部に開けた空間

内堀通りに面した
外部に開けた空間

新九段生涯学習館新九段生涯学習館

再開発ビル
共用部
（廊下・階段
・EV・トイレ）

再開発ビル
共用部
（廊下・階段
・EV・トイレ）

※想定されるフロアイメージ



ゾーニング・動線の基本的考え方①
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① 「座学系の活動」

活動
エリア

交流
エリア

②「運動・音楽系の活動」

③「展示・発表」機能

・会議室
・和室
・創作室

・運動・音楽室
・スタジオ

・ギャラリー

・談話スペース

エリア

⑤「談話・休憩・飲食」

主要な諸室導入機能

④「オープンな活動空間」

ゾーニングに関するポイント

• 静かな学習・活動環境を確保
• 運動・音楽系諸室との十分な遮
音への配慮

• 隣室・下階への騒音・振動等に
配慮

• 活動内容に応じた十分な天井
高の確保

• 多様な方が気軽に立ち寄
りやすい配置

• 施設全体の各エリアをゆ
るやかにつなぐ

• 建物外部・内部から双方に
活動が見える

（参考） ゾーニング・動線計画 キーワード

ゾーニングにおける基本的考え方
共通

・皇居外苑や靖国・内堀通りなど九段の立地特性が十分に感じられる北側・西側に居
住性の高い交流エリアや活動エリアを配置し、建物外部・内部から双方に活動の様子
やにぎわいが感じられるゾーニングを基本とします。
・空間特性毎にすみわけした各活動エリアを施設内にゾーニングし、各活動エリア間
を交流エリアでゆるやかにつなぐことで、誰もが直感的に分かりやすい施設構成とし
ます。

交流エリア
・交流エリアは再開発ビルの共用部から見える位置に配置し、利用者を含む多様な方
が気軽に立ち寄りやすい配置とします。
・新九段生涯学習館の専有部内で、上下階で連続したにぎわい空間を確保し、施設全
体の各活動エリアをゆるやかにつなぐ役割を持たせたゾーニングに配慮します。

活動エリア
・音や振動が発生する活動エリア（運動・音楽系）は下階に、静穏な環境を要する活
動エリア（座学系）は上階に配置し、活動内容の特性を踏まえたゾーニングに配慮し
ます。
・可変性の高さが求められる室は規模ごとにまとめて配置することにより、諸室の可
変性を高めるとともに将来のレイアウト変更にも柔軟に対応できる計画とします。
・共用部を上階に配置し、館内の全ての利用者が利用しやすい空間構成とします。

管理諸室・共用諸室
・共用機能（利用者用）はエントランス・交流エリアと同フロアに配置し、利便性の
高い
ゾーニングとします。
・管理機能（管理者用）はエントランス付近に集約配置し、管理性と運営効率を考慮
した
ゾーニングとします。

施設内動線計画における基本的考え方
利用者動線

・再開発ビルの共用部からエントランスへのアクセスを分かりやすくするとともに、
交流エリアを起点として各活動エリアへ移動できる明快で分かりやすい動線とします。
・交流エリアを中心に、見通しのよい動線計画とすることで、初めて利用する方でも
目的の場所を把握しやすくするとともに、利用者が安全・安心に利用できる計画とし
ます。
・館内の主要動線上にサインやデジタルサイネージ等の情報提供を適切に行い、高齢
者、障がい者、外国人等の多様な属性の方が安心して利用できる環境に配慮します。
・各動線上には、各活動やにぎわいを感じながら移動できる工夫を行い、新たな活動
への参加を誘引できる計画とします。

管理者動線
・管理者動線は利用者動線と適切に分離することで、施設運営や物品管理等が効率的
に行える計画とします。
・管理機能は来館者の管理がしやすい出入口付近に近接するとともに、施設内の各エ
リアにアクセスしやすい位置とすることで、利用者の安全確保や円滑な運営に配慮し
ます。

動線に関するポイント

【利用者動線】

• 再開発ビル共用部から
エントランスへ分かり
やすい動線

• 交流エリアを起点に各
活動エリアへ明快で分
かりやすい動線

• 動線上に活動の雰囲
気やにぎわいを感じな
がら移動できる工夫

【管理者動線】

• 利用者動線とは適切
に分離

• 施設内の各エリアにア
クセスしやすく施設運
営・管理しやすい動線

▼基本構想検討会で出た意見をもとにしたポイント事例



ゾーニング・動線の基本的考え方②
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ゾーニング・動線の基本的考え方（案）について

意見交換テーマ２ー１ ：フロア配置計画を行うための「ゾーニング・動線の基本的考え方」について

１．ゾーニング計画の基本的考え方について（活動エリア、交流エリア等）

• どのようなことに配慮・重視すべきか

2．動線計画について（利用者動線、管理者動線等）

• どのようなことに配慮・重視すべきか

ご意見やご提案がありましたら、お聞かせください。



ゾーニング図・フロア配置について①
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各エリアのゾーニングおよび主要諸室の配置について

意見交換テーマ２ー２ ：ゾーニング図・フロア配置について

ゾーニングおよび動線の基本的考え方を参考として、以下の項目を皆様でご議論ください。

① 各活動エリアのゾーニング（上階・下階）について

② 交流エリアの効果的な配置について

③ 館内の専用動線について（専有部内の階段等）

④ その他



ゾーニング図・フロア配置図について②
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■フロア配置図 ワーキング 手法

STEP１： 各フロアのゾーニングについて、議論ください。
STEP２： ご議論頂きましたゾーニング内の主要諸室の機能相関に関して、ご議論ください。

STEP１ STEP２
• 上階・下階の考え方
• エリアの機能相関
• 交流エリアの効果的な配置

• 諸室の機能相関

：交流

：活動（運動・音楽系）

：活動（座学系）

：共用部

：管理

：利用者出入口

：管理者出入口

《エリアパーツ 凡例》

：運動・音楽系の諸室

《主要諸室パーツ 凡例》

：座学系の諸室

：ギャラリー
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